
 

  

 

 
 

 

桜のつぼみも膨らんで春の便りも聞かれるようになりました。 

平成２９年度も、自殺予防に取り組んでいきます。引き続きみんなで支えあう丹後こころの支援ネッ

トワークへのご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

３月１５日（水）に野田川わーくぱるで、平成２８年度みんなで支えあう丹後こころの支援ネットワーク

総会・講演会を開催しました。 

総会には、３７団体４１名の参加があり、平成28年度事業報告ならびに平成29年度事業計画を承認さ

れました。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪同時開催≫ 

 くらしとこころの総合相談会では、１２件の相談があり、弁護士・保健師等が相談に応じました。 

ネットワーク事務局（京都府丹後保健所） 

平成２９年３月 ２１日発行 

No.１０ 

ネットワーク総会・講演会を開催しました 

講演会では、１０２名の参加をいただきました。 

第1部、京都府精神保健福祉総合センター 精神科医 土田英人所長 

【こころの風邪？～うつ病予防のいろは～】と題しての講演でした。 

わが国の年間自殺者数（平成28年21,764人）は交通事故死者数（平成28年3,904

人）の約５．６倍です。京都府においては平成28年の自殺者数399人（全国5位の低

さ）でした。 

うつ病は、誰でもかかる可能性のある病気です。「気合い」や「根性」だけではどうし

ようもなく、十分な休養と治療が必要な場合があります。予防するには、「深刻」になっ

てはいけません。結局、「なるようにしかならない」のですから。嫌な状況からは逃げ出

しましょう。それも、勇気ある行動（撤退）です。あなたの命は、あなただけの命ではあ

りません。というお話をしていただきました。 

第2部 では、対談 

京都文教大学臨床心理学部教育福祉心理学科 松田美枝特任講師・土田英人所長 

テーマ【誰もができる自殺対策～尊い命を守るために～】 

対談では、エピソードを交えながら、「生きている方が辛い。自殺したらダメですか」と問われることがあ

るが、死ぬ以外の別の解決方法を見えていないだけの場合もある。寿命が来るまでは死ねない、生き抜くこと

が大事と意見をいただきました。 
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